
 
別記様式 

会 議 録 

会議の名称 平成 30年度第 4回 岩舟地域会議 

開催日時 平成 30年 7月 25日 19時 00分 開会   20時 23分 閉会 

開催場所 岩舟総合支所 会議室棟 第 1会議室 

出席者氏名 須藤満雄、櫻井ナミ子、中田身和、寺内正市、斉藤栄吉、佐山耕基、 

海老沼圭子、真瀬孝、田中正太郎、海老沼一利、髙久厚子、相良香津子、 

瀬下敏明、以上 13名 

欠席者氏名 安藤芳雄、小倉久緒、五十畑賀章 

事務局職員職氏名 岩舟地域づくり推進課長 岩﨑充、係長 中田与志人、主査 尾林美紀 以上

3名 

その他出席者等  

会議事項 （１）平成 31年度実施分地域予算提案事業について 

（２）その他 

会議の公開又は 

非公開の別 

公開 

傍聴人の数 0名 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 
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１．開 会 

２．あいさつ 

安藤会長所用により欠席のため海老沼副会長によるあいさつ及び進行 

３．議事  

（１）平成３１年度実施分地域予算提案事業について 

≪平成３１年度実施分地域予算提案事業について、資料１及び２に基づいて説明≫ 

こなら館に授乳施設を設置する場合、どのような物が置かれるのか。 

備品として、おむつ交換台、ソファー、テーブル、パーテーション、電気ポット、

物置ワゴン、おもちゃ、掛け時計、ふた付きごみ箱、サインプレートを考えている。 

部屋に水道がないようだが、お湯の管理は誰が行うのか。 

未定である。 

人の出入りの無い施設に授乳室があっても、利用するかどうか疑問。場所のＰＲを

しないと、授乳室があるのかさえ気づかない。 

看板の設置とその費用が必要である。 

私の提案は、今年度の地域予算提案事業で岩舟総合運動場に遊具を設置するため、

近くのコスモスホールに授乳室を設置するということであった。こなら館に必要

か。 

観光農園「いわふね」に授乳施設が必要かどうか確認した方がいい。 

観光農園は授乳を必要とする子供の利用があるのか。 

フルーツ狩りができる位の低年齢の子どもは利用するが、授乳が必要な子供はあま
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り来ない。 

そうであるなら、こなら館には必要ないと思う。 

案１の子どもの安全対策事業・こなら館授乳室設置事業・岩舟公民館駐車場改善事

業からこなら館授乳室設置事業を外して検討することが必要では。 

地域予算検討の期限もある。皆様からより具体的な提案があれば、こなら館授乳室

設置事業を外して他の事業の検討はできる。 

案２の子どもの安全対策事業・岩船山公衆便所洋式化事業となると、予算枠を超え

るため、子どもの安全対策事業の金額を減らすことになるが、どれを減らすことに

なるのか。 

岩船山のトイレの管理は誰が行っているのか。 

維持管理は市が行っている。案２の子どもの安全対策事業のうち、交通安全講習会

を外すか防犯プレート・防犯反射立て看板設置を外し減額すれば案２が可能であ

る。のぼり旗設置と防犯ベストの配布は、まちづくり実働組織からの提案でもある。 

岩船山公衆便所洋式化事業にするなら、子どもの安全対策事業の防犯プレート、防

犯立看板設置を削るというのもある。 

子どもの安全対策事業について、来年度にこの事業、再来年度は次の事業という風

にして、来年度に全てを行わなくても、数年に分けて進めてもいいと思う。 

授乳室はコスモスホールに設置して欲しい。こなら館にはいらない。 

コスモスホールは閉まっていると使用できない。イベント時しか使えない。 

授乳室については、コスモスホールに設置できないか、または岩舟公民館の部屋を

授乳室に使用できないかなど、今後の検討とし、平成 31年度地域予算提案事業は、

案２の子どもの安全対策事業と岩船山公衆便所洋式化事業とし、子どもの安全対策

事業のうち防犯プレート、防犯立看板設置を中心に減額するという案とし、細部に

ついては事務局一任でどうか。 

岩船山公衆便所洋式化事業の概算事業費は、業者から簡単な見積をいただいたもの

であり、実際に設計を行うと事業費は上がることがある。その場合、子どもの安全

対策事業をさらに減額することになる。 

子どもの安全対策事業を継続事業として再来年に行うのであればその案でいい。 

案２とし、子ども安全対策事業の減額分などを事務局に一任し精査してもらうこと

でよろしいか。 

≪全委員了承≫ 

 

（２）その他 

・栃木市立地適正化計画の策定について（情報提供） 

≪資料に基づいて説明≫ 

・その他意見 

子ども子育て会議に参加しているが、市は公共施設の統合化、児童館の縮小などの

パブリックコメントを行っている。今後、地域会議にも様々な意見聴取事項がある

と思うが、その際はきちんと話し合いを行い地域会議の意見として提出したい。 

岩舟地域会議に対する意見聴取事項については、分からないことは担当課に質問

し、我々も勉強して意見や要望を出して議論をしていった方がよい。 



 

 

 

◆事務局 

 

 

 

 

 

 

４．連絡事項 

・平成２９年度提案事業岩舟ふるさとＰＲ動画について 

・８月１７日 連絡調整会議 

・９月２９日 地域自治交流会 

・１０月５日 事業計画提出 

・まちづくり実働組織について 

５．閉会 

 


